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一

中
國
に
於
い
て
都
市
と
農
村
と
の
別
を
問
わ
ず
、
或
は
階
級
や
知
識
、

貧
富
貴
賎
、
老
苦
男
女
等
の
差
の
如
何
に
關
わ
る
こ
と
な
く
、
最
も
多

く
の
信
」者
を
獲
得
し
て
い
る
も
の
は
観
晋
で
あ
る
。
観
一音
の
信
仰

こ
そ

は
ま
さ
し
く
、
中
國
に
於
け
る
民
間
信
仰

の
王
座
を
占
む
る
も
の
で
あ

る
と
言

つ
て
よ
い
。
中
國
に
於
け
る
民
間
信
仰
は
、
佛
教
、
道
教
、
儒

教

の
系
統

に
屡
す
る
も
の
と
共
に
、
原
始
民
族
宗
)ゆ教
の
淺
存
す
る
も
の

頗
る
多
い
、
そ
の
樹
象
騨
も
こ
れ
亦
種

々
雑
多
と
言
つ
て
よ
い
。
今
こ

れ
が
信
仰
め

一
班
を
知
る
た
め
に
、
中
國
に
建
て
ら
れ
て
い
る
各
種
の

寺
廟
を
調
査
し
て
見
る
に
、
山
西
省
文
水
縣
に
於
け
る
二
五
五
の
寺
廟

中
観
音
を
祭
る
観
晋
廟
(観
音
蕎
、
白
衣
港
、
準
捷
廟
、
南
海
大
士
廟
、
百
子

廟
、
菩
薩
廟
)
が
八

塵
、
關
勿
を
祭
る
眞
武
廟

(玄
武
廟
、
北
極
宮
)
が

一
、四
塵
、

文
章
騨
た
る
北
極
の
星
を
祭
る
文
昌
宮

(奎
星
宮
、
魁
星
宮
)

が

一
七
塵
、
龍
王
を
祭
る
龍
王
廟

(大
王
廟
)
が
十
四
虚
、
碧
霞
元
君
や

他

の
色

々
の
女
神
を
祭
る
娘

女
廟

(妨
々
廟
、
聖
母
廟
、
水
母
廟
、
西
王
母

廟
等
々
)
が
十
三
虚

(已
下
略
)
で
あ
る
。

叉
山
西
省
中
部
の
祁
縣
内
の
全
村
五
六
七
廟
を
見
る
に
、
観
音
を
圭

神
と
す
る
観
音
廟
其
他
が

一
四
五
庭
、
關
帝
廟
が

一
四
〇
腱
、
眞
武
廟

が
五
〇
塵
、

文
昌
廟
が
四
五
塵
、
天
地
水
の
三
官
廟
が
三
八
虚
、
財
紳

廟
が
三
三

虚
、
龍
王
廟
が
十
六
虚

(
巳
下
略
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ

も
昭
和
十
七
年

の
自
分
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
民
國
十

九
年

(昭
和
五
年
)
に
調
査
さ
れ
た
李
景
漢

の

『
定
縣
肚
會
概
況
調
査

』

に
よ
れ
ば
、
河
北
省
定
縣

の
八
五
七
廟
中
、
第

一
が
五
道
廟
の

一
五
七
(

第
二
が
關
帝
廟
の
三

三
二
、
第
三
が
老
母
廟
の

一
〇
二
、
第
四
が
南
海

大
士
廟
の
八
○
、
次
が
三
官
廟
の
四
八
、
次
が
効

女
廟

の
四
五
、
次
が

虞
武
廟
の
四

一
、
次
が
龍
王
廟

の
三
二
、
次
が
玉
星
廟
の
二
三
、
次
が

馬
王
廟
の
一
三
、

次
が
虫
王
廟

の
二
○
、
次
が
芽
王
廟
の

-
四
、
次
が

観
音
廟
の

一
三
、
次
が
三
義
廟
の
一
三
、
次
が
菩
薩
廟
の
九
(已
下
略
)

で
あ
る
。

更
に
又
昭
和
十
七
年
の
華
北
宗
教
年
鑑
に
よ
つ
て
北
京
城
内
に
於
け

る
住
持
の
居
佳
せ
る
佛
教
道
教
の
寺
廟

一

四
八
塵
を
統
計
し
て
見
る

中
國

に
於
け

る
民
間
信
仰
と
齪
音

(
道

端
)
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に
、
關
帝
廟
と
名
付
け
る
も
の
一
六
九
庭
、
観
音
堂
、
白
衣
蕎
、
観
音

巷
等
の
観
音
を
祀
る
寺
廟
が

一
三
二
己
下
娘

欧
廟
、
眞
武
廟
、
七
聖
祠
、

火
神
廟
、

龍
王
廟
、
地
藏
蕎
等
で
あ
る
。

さ
て
こ
れ
に
よ
つ
て
見
る
に
、
以
上
四
例
に
よ
つ
て
観
音
と
關
帝
が

中
國
に
於

け
る
民
間
信
仰

の
中
心
を
な
し
て
10
る
こ
と
を
知
る
。
し
か

も
観
」音
は
女
性
神
と
し
て
、
娘

々
神
と
し
て
、
"娘

々
廟
に
祭
ら
れ
て
い

る
揚
合
が
多
ぐ
、
且
つ
娘

汝
の
本
地
は
観
音
な
妖
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
考

え
る
と
、
観
音
の
信
仰
は
ま
さ
し
く
、
第

一
位
を
占
む
る
も

の
と
言
う
こ
と
が
出
來
る
。
術
上
述

の
統
計
の
内
に
顯
著
に
現
わ
れ
て

は
い
な
い
が
、
観
音
や
關
帝
と
共
に
、
中
國
民
衆
の
生
活
の
内
に
浸
透

し
て
い
る

の
は
、
娘

々
の
信
仰
で
あ
る
。
泰
山
の
碧
霞
元
君
廟
、

北
京

近
郊
の
妙
峯
山
の
娘

々
廟
、
満
州
の
大
石
橋
の
娘
々
廟
ほ
ど
の
天
下
に

知
ら
れ
た
娘
女
廟
を
初
め
と
し
て
、
中
國
全
土
に
亘
つ
て
、
こ
の
娘

々

信
仰
は
、
深
く
廣
く
普
及
さ
れ
て
い
る
。
娘
女
廟
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
恐
ら
く
如
何
な
る
寺
廟

に
も
女
性
神
た
る
娘

女
神
の
從
祀
し
て
な

い
塵
は
な
い
と
言
つ
て
よ
い
。
娘

々
と
云
い
、
娘
妬
と
云
い
妬

々
と
云

い
、
更
に
億
王
母
娘

々
と
云
い
、
天
仙
聖
母
、
天
后
天
妃
」南
海
大
士
、

白
衣
観
音
、
或
は
送
生
娘

々
、
崔
生
娘

々
等
、
娘
汝
の
種
類
も
頗
る
多

い
ゆ而
し
て
今
問
題
と
し
た
い
の
は
、
こ
の
民
間
信
仰
の
最
も
圭
な
る
部

面
を
背
負

つ
て
い
る
観
音
信
仰
と
、
娘

女
信
仰
と
の
交
渉
に
就

い
て
論

を
進
め
て
み
た
い
と
思
う
。

二

先
ず
観
音
信
仰
は
中
國
に
於

い
て
は
甚
だ
古
い
時
代
、
郎
ち
法
華
繧

の
繹
出
さ
れ
た
佛
教
傳
來
間
も
な
い
頃
よ
り
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
観
音
信
仰
の
系
統
と
し
て
、
凡
そ
五
ッ
の
系
統

に
分
類
さ
れ
る
。
第

一
は

『
法
華
経
並
日門
品
』

の
観
昔
で
、
七
難
三
毒
を
除
き
、
三
十
三
身

を
現
じ
て

一
切
の
苦
難
か
ら
人

々
を
救
い
、
更
に
総
て
の
願
に
鷹
じ
て

福
を
授
け
、
特
に
玉
の
如
き
男
女
を
思
い
の
ま
ま

に
授
け
る
と
云
う
、

観
音
信
仰
の
中
心
を
な
す
思
想
と
、
第
二
は
浮
土
経
曲
ハに
よ
る
観
音
で
、

帥
ち
阿
彌
陀
佛

の
脇
侍
佛
と
し
、
化
佛
と
し
て
、
念
佛
の
行
者
を
守
り
、

浮
土
に
引
接
せ
ん
と
す
る
観
音
で
、
接
引
菩
薩
と
し
て
、
引
路
菩
薩
と

し
て
、
死
後

の
浮
土
往
生

へ
の
佛
と
し
て
の
観

音

で
あ

る
。
第

三
は

『
華
嚴
経
入
法
界
品
』
に
よ
る
補
陀
落
迦
山
上
の
観
音
で
、
い
わ
ゆ
る

補
陀
山
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
信
仰
は
中
國
に
於
い
て
は
、
舟
山
列
島
中

の

一
島
を
以
て
華
嚴
経
の
補
陀
落
山
と
な
し
、
観
晋

の
漂
土
と
し
て
、

文
殊
の
澤
土
た
る
五
毫
山
信
仰
と
共
に
、
中
國
に
於
け
る
二
大
難
場
と

し
で
、
深
き
奪
信
を
集
め
て
い
る
。
し

か
も

こ

の
補
陀
落
山
の
観
音

は
、
日
本
櫓
慧
藝
に
よ
つ
て
、
五
豪
山
よ
り
渤
"請
さ
れ
た
も
の
で
、
補

陀
山
信
仰
の
始
祀
を

な
す

も

の
で
あ

る
。"
今
日
南
海
大
士
、
慈
航
大

士
、
補
陀
大
士
と
呼
ば
れ
て
、
海
上
の
守
護
神
と
な
つ
て
い
る
の
は
、

こ
の
補
陀
山
上
の
観
音
な
の
で
あ
る
。

.

第
四
は
眞
言
密
教
系
の
観
音
で
、
幾
多
の
密
呪
と
観
音
陀
羅
尼

の
流
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行
、
更
に
多
く
の
攣
化
身

の
出
現
は
、
何
れ
も
こ
の
系
統
か
ら
來
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
金
剛
界
胎
藏
界

の
曼
茶
羅
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
眞

言
密
呪

の
不
可
思
議
な
る
魅
力
が
如
何
に
こ
の
観
音
を
し
て

一
般
庶
民

に
力
強
く
信
仰
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。

第
五
は
道
教
系

の
観
音
で
、
こ
れ
は
全
ぐ
中
國
に
在

つ
て
創
作
さ
れ

た
、
道
教
的
観
音
で
経
典
に
關
係
が
な
い
。
例
え
ば
水
月
観
音
、

馬
郎

婦
観
音
、
蛤
刎
観
音
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
が
、
更
に
観
音
の
道
教
化
と

し
て
、
観
晋

の
娘

女
化
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
佛
教
に
於
け
る
観
音

が
、
道
教

の
神
と
し
て
、
そ
の
組
織
の
内
に
取
入
れ
ら
れ
、
観
音
娘

々

と
し
て
、
大
い
に
奪
ば
れ
、
信
仰
さ
れ
る
に
至

つ
た
。

三

次
は
娘

女
信
仰
と
観
音
信
仰
と
の
交
渉
で
あ
る
が
、

一
騰
娘

女
と
は

既
に
多
く

の
研
究
に
よ
つ
て
知
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
奪
構
語
で
、
天

子

の
皇
后

な
ど
を
指
し
、
更
に
女
神
を
意
味
し
て
い
る
。
が
元
來
娘
は

少
女
を
意
味
し
、
母
の
義
が
あ
る
が
、
娘

々
と
な
る
と
皇
后
や
女
性
神

を
意
味
し
た
よ
う
で
、
娘

女
神
と
云
う
こ
と
は
、
萌

ら
か
に
母
性
崇
拝

か
ら
來
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
從

つ
て
母
性
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る

紳

女
は

一
鷹
娘

々
碑
と
呼
ば
れ
る
得
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
於

い
て
佛
教

の
母
性
神
を
代
表
す
る
鬼
子
母
牌
と
か
、
或
は
女

.

性
と
見
た
観
音
菩
薩

の
如
き
は
、
當
然
娘

汝
騨
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
素

質
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
観
音
は
、
娘
汝
騨
と
し
て
の
天

仙
聖
母
、
天
后
聖
母
帥
ち
泰
山
娘

女
、
天
后
娘

々
等
に
伍
し
て
、
娘

女

碑
の

一
群
に
加
え
ら
れ
、
観
音
娘
汝
と
し
、
途
子
観
音
、
百
子
観
昔
、
白

衣
大
士
、
慈
航
大
士
な
ど
の
名
に
於
い
て
、
最
大

の
奪
敬
と
信
仰
を
か

ち
得
る
と
共
に
、
更
に
は
娘

々
の
本
地
は
観
音
な
り
と
迄
信
仰
さ
る
る

に
至
つ
た
よ
う
で
あ
る

元
來
中
國
に
於

い
て
娘

々
神
と
言
え
ば
、
二

つ
の
大
き
な
系
統
が
あ
る
。

一
は
泰
山
の
東
岳
大

帝

の
王
女

と
し
で

の
、
碧
霞
元
君
郎
ち
泰
山
娘

々
で
あ
り
、

一
は
幅

州
蒲
田
縣
の
林
 

の

女
と
し
て
生
れ
た
天
后
娘
々
で
あ
る
。
前
者
は
北
支
那
に
於
け
る
娘

女

肺
の
代
表
と
し
て
天
仙
聖
母
碧
霞
元
君
と
し
て
碧
霞
宮
に
奪
ば
れ
、
後

者
は
南
支
那
に
於
け
る
娘
女
神
の
代
表
と
し
て
、
天
后
聖
母
と
呼
ば
れ

て
、
天
后
宮
に
奪
祀
せ
ら
れ
、

一
は
陸
地
に
於

い
て
、
多
く
の
農
村
肚

會
其
他
か
ら
の
奪
信
を

一
身
に
集
め
て
、
幅
録
壽

の
欲
望
を
満
足
せ
し

め
て
居
り
、

-
は
海
上
交
通
の
守
護
神
と
し
て
、
貿
易
業
者
、
海
蓮
業

者
に
多
く
の
信
者
を
有
し
、
海
岸
線
に
そ
の
勢
力
を
張
つ
て
い
る
。
し

か
も
爾
者
と
も
に
そ
の
信
仰
の
盛
ん
な
る
こ
と
は
互
に
相
譲
ら
ず
、

何

れ
も
古
く
よ
り
各
女
信
仰
さ
れ
、
朝
廷
よ
り
の
庇

護
も
厚
く
、
特
に
北

宋
末
よ
り
釜
々
盛
ん
と
な
つ
て
來
た
。

し
か
し
乍
ら
、

こ
の
よ
う
に
全

く
別
個
な
立
揚
に
立
ち
、
そ
の
職
域
も
異

る
ニ
ッ

の
娘

女
神
も
、
時
代

の
下
る
に
從

つ
て
、
次
第
に
相
寄
り
相
勘
脚合
さ
れ

て
、
互
に
そ
の
信
仰

が
混
入
し
、
南
方
に
於
い
て
泰
山
娘
々
廟
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
北
支

那
に
於
い
て
も
多
く
の
天
后
宮
が
設
け
ら
れ
、
海
神
た
る
天
后
聖
母
も
、

総
て
の
所
願
を
受
け
る
娘

女
瀞
と
な
つ
て
行
つ
た
。
天
津
に
於
け
る
天

中
國

に
於
け
る
民
間

信
仰
と
観
音

(
道

端
)
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后
宮
も
眼
病
治
療
に
大
い
に
賑
い
を
呈
す
る
に
至
つ
た
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
娘

女
神
に
は
全
く
異
つ
た
二
つ
の
系
統
が
あ
つ
た

が
、
こ
の
事
は
既
に
早
く
民
間
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
観
音
と
大
い
に
相

似
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
帥
ち
前
に
述
べ
た
法
華
経
系
の
七

難
三
毒
よ
り
冤
れ
、
自
由
に
男
子
を
得
る
こ
と
の
出
來
る
蜘
塾音
と
、
華

嚴
経
入
法
界
品
に
よ
る
補
陀
落
山
の
海
上
守
護
神
と
な
る
観
音
と
で
あ

る
。
從
つ
て
こ
の
観
音
は

一
は
泰
山
娘
浸

と
同

一
な
る
性
格
を
備
え
、

二
は
天
后
娘
々
と
同
じ
素
質
を
有
す
る
。
故
に
か
か
る
娘
女
神
が
途
に

は
観
音

の
化
身
な
り
と
迄
信
仰
さ
れ
る
根
擦
が
存
在
す
る
。
か
く
し
て

泰
山
娘

々
は
観
音
娘

女
と
同

三
硯
さ
れ
、
等
し
く
福
豫
壽
の
願
望
に
慮

じ
、
送
子
娘
女
、
廣
生
娘

女
、
逡
生
観
音
、
百
子
観
音
、
と
し
て
求
子

の
要
求
に
も
鷹
ず
る
こ
と
と
な
つ
た
。
特
に
中
國
に
於
け
る
家
族
制
度

ぱ
、
子
な
き
こ
と
は
家
の
康
絶
を
意
味
し
、
子
な
き
は
大
の
不
孝
と
な

し
、
子
な
き
妻
は
離
婚
さ
れ
る
も
の
で
、
男
子
出
生
は
中
國
に
於
い
て

は
、
最
大

の
幸
幅
で
あ
つ
た
。
從

つ
て
娘
々
神

へ
の
最
大
の
信
仰
は
、

出
産
育
見
方
面
に
あ
つ
た
。
子
き
な
人
汝
に
男
子
を
授
け
る
の
が
、
娘

汝
神
の
第

一
の
役
目
で
あ
つ
た
。
法
華
経
普
門
品
に
於
け
る
観
音
の
授

見
の
力
は
、
途
に
娘

女
神
の
圭
瀞
と
な
つ
た
。
娘

女
廟
に
途
子
観
音
を

中
心
と
し
て
、
左
右
に
眼
光
娘

々
と
痘
疹
娘

々
と
が
侍
立
し
て
居
る
の

は
、

こ
の
事
を
有
力
に
物
語
つ
て
い
る
。
民
衆
は
泰
山
娘

女
に
子
供
の

授
か
ら
ん

こ
と
を
所
り
乍
ら
、
観
音
さ
ま
に
子
を
所
る
と
云
い
、
白
衣

大
士
よ
り
子
を
授
る
と
言
つ
て
い
る
の
は
、
泰
山
娘

汝
と
観
音
を
同

一

硯
し
、
或
は
本
地
佛
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。
娘
々
神
の
後
壁

に
、
或
は
娘

々
殿
の
上
額
に
佛
光
普
照
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ

の

三
謹
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

叉
天
后
が
海
上
の
守
護
神
と
な
り
、
貿
易
商
入
の
信
仰
の
対
象

に
な

つ
て
い
る
こ
と
は
、
観
音

の

一
化
身
た
る
南
海
大
土
、
慈
航
大
士
と
相

通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
古
來
よ
り
南
海
貿
易
商
入
の
信
仰
の
絶
封
肺
と

さ
れ
た
観
音
は
、
南
海
大
士
と
呼
ば
れ
、
慈
航
普
渡
と
書
か
れ
た
が
、

こ
れ
が
海
上
神
た
る
天
后
信
仰
に
影
響
し
、
天
后
も
亦
観
音
の

一
攣
化

身
と
信
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
代
頃

の
作
と
思
わ

れ
る

『
玄
租
眞
経
」

な
る
、
道
教
を
中
心
と
し
た
三
教
融
合
思
想
を
述

べ
た
書

の
内
に
、
文
殊
師
利
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
と
共
に
、
観
音
菩
薩
を

出
だ
し
て
、
「南
海
岸
上
観
音
大
土
慈
航
普
渡
天
奪
」
と
か
か
れ
て

い

る
。
天
奪
と
云
う
が
如
く
こ
こ
で
は
道
教

の
神

と
な
つ
て
い
る
が
、
南

海
岸
上
観
音
と
言
い
、
慈
航
普
渡
天
奪
と
言
う
が
如
き
は
、
補
陀
落
迦

山
上
の
観
-膏
か
ら
來
た
も
の
で
あ
り
、
海
上
守
護
神
た
る
観
音

の
道
教

化
で
あ
る
。

か
く
し
て
観
音
は
、
北
方
に
在

つ
て
は
泰
山
娘

々
と
白
衣
大
土
と
が

一
つ
と
な
り
、
南
方
に
在

つ
て
は
天
后
娘

女
と
南

海
大

士
と
が
合

し

て
、
系
統
の
異

つ
た
二
つ
の
観
-音
と
娘
汝
が

そ
れ
ぞ
れ
民
衆

の
信
仰

の
封
象
と
な
つ
て
行
つ
た
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
二
系
統
の
観
音
も
娘

々

も
、
次
第
に
融
合
さ
れ
て
、
同

三
硯
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
観
-膏
娘

々
と

呼
ば
れ
、
娘

々
神
の
本
地
は
観
音
で
あ
る
と
信
ず

る
迄
に
至
つ
た
。
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